
コロナ禍でも健やかに 育むいのち。妊産婦を守ろう‼
～オンラインで繋げる妊産婦への切れ目ない支援～

2020年9月の1ヶ月間に、K6（過去30日の抑うつ症
状）、エジンバラ 産後うつ病自己評価票（EPDS）
（過去1週間の状況）の WEBアン ケ―トを実施し、
妊婦約5000人と産後女性約3000人を解析した結
果・・・
妊婦の不安障害（K6 5点以上）が40％、EPDS 9
点以上は34％。
里帰り分娩を希望した妊婦の30％が叶わなかった。
不安障害と うつ傾向が有意に多かった。
妊婦は新型コロナウイルス感染の不安を感じ、産後うつ
病のリスクが 高かった。

4割の妊婦が新型コロナで「精神的に不安定になった‼」

コロナ禍での産後うつリスク

妊婦や出産後女性の支援（電話やWEBによる感染
予防・ 育児や不安の相談・母親学級など）が必要で
ある．



Aさん 40代。高齢初産婦。感染地域からの里帰り出産

・32週里帰りされ、2週間の自宅待機後、 当院紹介受
診。以降、当院で妊娠管理

・がん治療後

・妊娠高血圧症候群

・（40週2日）予定日超過のため、分娩誘発目的で入
院

・（40週3日）2800ｇ出産

・（産褥6日）母子ともに退院

・ 2週間後健診受診

・1か月健診

・退院後3か月程香川県の実家に滞在、その後母子ともに
へ戻る

事例紹介



出産準備教室・オンライン助産師相談

■ 自宅（関東）から、1コース目受講

■ 観音寺市に里帰り後、2コース 3コース
受講特定多数の参加のためか、個人
的質問はなかった

感染が多い東京都からの参
加。まだ知らない里帰り先の
病院には不安を表出できない
だろう。聞きたいことも多いは
ず・・

オンライン個別助産師
相談を提案し、実施

不安だったけどなんだか安心しました。観音
寺に帰る時期もわかったし、いつでも相談し
ていいと言ってくれて、楽になったわあ・・・



リモート立ち合い出産

■ バースプランで立ち合い希望確認夫と本人とオンライン接続確認

■ 夫は、関東の勤務地で仕事中。分娩が近づくと、その際に一人になれ
る場所に移動し、立ち合い分娩されるとのことを確認

■ 陣痛が強くなり、ご本人が夫と疎通不可能になる可能性が高いため、
その際は助産師が、夫にタイミングを伝える

■ 当日夫に確認すると、夫は当日仕事中であったが、分娩近くなると、
一人になれる場所に移動して、分娩立ち合いをされる

■ 分娩予測時間など夫に伝達 分娩体位をとる際に夫に再度連絡

■ 夫は近くの公園に移動

■ 立ち合い分娩された。夫はリモートで妻を励まし続け、児娩出し、共に
喜び、児の処置とともに、一旦終了。児の蘇生が完了し、母親の処
置も終わり、共に時間を過ごされた。

■ 児娩出の際、夫は泣かれていた

産後のバースビュー
（振り返り）での言
葉、あきらめていた
のに、立ち合い分娩
ができて良かった。
夫もとても感激して
くれていました。



リモート家族指導・育児相談

退院指導
（母乳・育児・受胎調節・メンタルヘルス）
沐浴指導
数カ月実家で滞在（コロナの都合でいつ帰るかは未定）
実家の母親も一緒にリモートで受けていただいた。

一緒にみられてよかった。自分の子供ってこんな風に気持ちよ
さそうにお風呂にはいるんやなあ。退院後ってこんな感じにな
るんやなあ、こんなことに気をつけたらいいんやなあ。

育児一人でするのは不安がみられる。実
際に子育てを手伝ってくれる実母に一緒に
聞いてもらう方がよいだろう。 個別相談に
も参加してもらおう！

私一人で全部でき
るか不安、夜も寝れ
ないし。。まだおっぱ
いも十分にでないし、
体はしんどいしなあ



退院後の継続看護 育児支援

入院中不安が強く、EPDS３点ボンディング１点
母乳育児希望があるが、母乳も軌道にのっていず、産後
継続看護が必要と思われた。

当院でも産後2週間健診、一ヶ月健診を実施するだけで
なく、その間も、現住所の市役所や、実家の市役所に継
続看護を依頼、連携して切れ目ないフォローを行った。

その後も本人と相談しながら、助産師外来や地域でフォ
ローを続け、産後3か月で現住所の方に帰られた。そのころ
は、心配な様子もなく、成長する児へも啼きへの対処がで
きており、情緒もおちついていた。現住所に帰って、相談先
を案内し、行政への連絡方法も確認しお渡しした。
オンライン助産師外来も可能とした。

現住所へ自宅に帰ったことを伝え、再度、妊産婦継続依
頼票を提出し、継続フォローを依頼した。



まとめ

♪コロナ禍で、メンタルヘルスに変調をきたす妊産婦が増加している

♪そのためには、感染予防の中でも、妊婦の自己効力感や満足を高
めるケアと、妊産婦と家族への支援が必要

♪今回オンライン下で、妊産婦と家族へのリモートでの指導を行った

♪その場にいなくても、ツールを通してお互いの表情や言動より、伝
わった事が実感でき、指導を受ける側も、指導をする側にとっても、有
効であった


